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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月13日(2020.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
核酸処理または分析するための方法であって、
a）複数の細胞を溶解して複数の細胞核を提供するステップと; 
b）前記複数の細胞核のうちの１つの細胞核をトランスポザーゼ複合体と接触させ、複数
のタグ付き断片を生成するために、前記細胞核のポリヌクレオチドがオープンクロマチン
領域でタグ付けされるステップと
を含む方法であって、前記複数の細胞核はクロマチンを含む方法。
【請求項２】
配列決定ライブラリーを生成するために、前記タグ付き断片に対して１つまたは複数の核
酸反応を行うことを更に含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
複数の配列決定リードを生成するために、前記配列決定ライブラリーの配列を決定するこ
とを更に含む、請求項２記載の方法。
【請求項４】
前記１つまたは複数の核酸反応が核酸増幅反応を含む、請求項２記載の方法。
【請求項５】
前記核酸増幅反応は、タグ付き核酸分子またはそれらの誘導体に１つまたは複数の機能性
配列を付加するように構成され、前記１つまたは複数の機能性配列は選択された次世代配
列決定プラットホームに適合する、請求項４記載の方法。
【請求項６】
前記複数のタグ付き断片のうちの１つのタグ付き断片が、そのタグ付き断片に対応するヌ
クレオチド配列を含む、請求項１記載の方法。
【請求項７】
前記タグ付き断片がプライマー配列を更に含む、請求項６記載の方法。
【請求項８】
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前記トランスポザーゼ複合体が、Ｔｎ５トランスポザーゼまたはＴｎ５由来のトランスポ
ザーゼを含む、請求項１記載の方法。
【請求項９】
前記Ｔｎ５トランスポザーゼが機能亢進性のＴｎ５トランスポザーゼである、請求項８記
載の方法。
【請求項１０】
前記トランスポザーゼ複合体が、第１のアダプター配列を含む第１の核酸挿入エレメント
を含み、ここで、１つまたは複数の前記タグ付き断片が前記第１のアダプター配列を含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
前記第１のアダプター配列が第１の配列決定アダプター配列を含む、請求項１０記載の方
法。
【請求項１２】
前記第１のアダプター配列がバーコード配列を含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
前記第１のアダプター配列が第１のプライマー配列を含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１４】
前記トランスポザーゼ複合体が、第２のアダプター配列を含む第２の核酸挿入エレメント
を含み、ここで、１つまたは複数の前記タグ付き断片が第２のアダプター配列を含む、請
求項１記載の方法。 　　
【請求項１５】
前記第２のアダプター配列が第２の配列決定アダプター配列を含む、請求項１４記載の方
法。
【請求項１６】
前記第２のアダプター配列がバーコード配列を含む、請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
前記第２のアダプター配列が第２のプライマー配列を含む、請求項１４記載の方法。
【請求項１８】
前記細胞核のポリヌクレオチドに沿ったクロマチン到達性のプロファイルを生成するため
に前記配列決定リードを分析することを更に含む、請求項３記載の方法。
【請求項１９】
前記細胞核のポリヌクレオチドにおける１つまたは複数のＤＮＡ結合タンパク質結合部位
のためのＤＮＡ結合タンパク質占有率を決定するために前記配列決定リードを分析するこ
とを更に含む、請求項３記載の方法。 
【請求項２０】
前記細胞核のポリヌクレオチドの１つまたは複数のエピジェネティックな特徴を示すエピ
ジェネティックマップを作製するために前記配列決定リードを分析することを更に含む、
請求項３記載の方法。
【請求項２１】
前記細胞核のポリヌクレオチドにおける１つまたは複数の転写開始点（ＴＳＳｓ）の位置
を決定するために前記配列決定リードを分析することを更に含む、請求項３記載の方法。
【請求項２２】
前記細胞核のポリヌクレオチドにおける１つまたは複数のヌクレオソームの位置を決定す
るために前記配列決定リードを分析することを更に含む、請求項３記載の方法。
【請求項２３】
前記トランスポザーゼ複合体はクロマチンの一部であるタンパク質に特異的な抗体を含ま
ない、請求項１記載の方法。
【請求項２４】
核酸処理または分析するための方法であって、
a）複数の細胞を溶解して複数の細胞核を単離するステップと; 
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b）前記複数の細胞核のうちの１つの細胞核をＴｎ５トランスポザーゼ複合体と接触させ
、複数のタグ付き断片を生成するために、前記細胞核のポリヌクレオチドがオープンクロ
マチン領域でタグ付けされるステップと
を含む方法であって、
前記複数の細胞核はクロマチンを含み、　
前記Ｔｎ５トランスポザーゼ複合体は第１の配列決定アダプター配列および第２の配列決
定アダプター配列を含み、
前記Ｔｎ５トランスポザーゼ複合体はクロマチンの一部であるタンパク質に特異的な抗体
を含まず、そして、
前記複数のタグ付き断片のうちの１つのタグ付き断片は、
ｉ．オープンクロマチンに相当する核酸配列、
ｉｉ．第１の配列決定アダプター配列、および、
ｉｉｉ．第２の配列決定アダプター配列、を含む方法。
【請求項２５】
配列決定ライブラリーを生成するために、前記タグ付き断片に対して１つまたは複数の核
酸反応を行うことを更に含む、請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
複数の配列リードを生成するために、前記配列決定ライブラリーの配列を決定することを
更に含む、請求項２５記載の方法。
【請求項２７】
前記細胞核のポリヌクレオチドに沿ったクロマチン到達性のプロファイルを生成するため
に前記配列リードを分析することを更に含む、請求項２６記載の方法。
【請求項２８】
前記細胞核のポリヌクレオチドにおける１つまたは複数のＤＮＡ結合タンパク質結合部位
のためのＤＮＡ結合タンパク質占有率を決定するために前記配列リードを分析することを
更に含む、請求項２６記載の方法。
【請求項２９】
前記細胞核のポリヌクレオチドの１つまたは複数のエピジェネティックな特徴を示すエピ
ジェネティックマップを作製するために前記配列リードを分析することを更に含む、請求
項２６記載の方法。
【請求項３０】
前記細胞核のポリヌクレオチドにおける１つまたは複数の転写開始点（ＴＳＳｓ）の位置
を決定するために前記配列リードを分析することを更に含む、請求項２６記載の方法。
【請求項３１】
前記細胞核のポリヌクレオチドにおける１つまたは複数のヌクレオソームの位置を決定す
るために前記配列リードを分析することを更に含む、請求項２６記載の方法。
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